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国
吉
城
主

    

粟
屋
勝
久
の
子
孫

文
芸
欄

短　

歌 　

－ 22 －

朝
顔
の
蔓つ
る

の
無
尽
に
絡
ま
り
て

花
の
彩
り
千ち

ぢ千
に
広
が
る

池
本　

し
げ
る　

（
河
原
市
）

ね
む
の
花
ほ
の
か
に
か
お
る
季
と
な
り
ぬ

老
い
て
は
そ
の
香
に
亡
き
人
し
の
ぶ

　

宇
都
宮　

恵
美
子
（
佐　

柿
）

亡
き
夫
と
約
せ
し
冨
士
に
今
日
我
は

写
真
を
持
ち
て
五
合
目
に
立
つ

　

北
山　

タ
キ
ノ　

（
河
原
市
）

足
腰
の
痛
み
に
耐
え
つ
つ
登
り
行
く

国
吉
城
址
夏
草
し
げ
る

中
島　

昭
二　
　

（
早　

瀬
）

自
家
成
り
の
ル
ビ
ー
の
や
う
な
プ
チ
ト
マ
ト

ま
ず
は
花
び
ん
に
さ
し
て
楽
し
む

浜
本　

恵
美
子　

（
松　

原
）

現
在
、
国
吉
城
を
築
城
し
た
と
さ
れ
る

粟あ
わ
や
え
っ
ち
ゅ
う
の
か
み
か
つ
ひ
さ

屋
越
中
守
勝
久
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
記
録
が
残
っ
て
お
ら
ず
、そ
の
活
躍
は
、

い
わ
ゆ
る
『
国
吉
籠ろ
う
じ
ょ
う城
記
』
等
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
の
み
で
す
。

ま
た
、
そ
の
後
の
粟
屋
氏
の
歴
史
に
つ

い
て
も
、
町
に
は
何
ら
資
料
が
残
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
臼う
す
き杵
粟
屋
氏
の
存
在

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
平
成
13

年
頃
、
文
化
財
保
護
・
町
誌
編
纂
室
を
訪

ね
て
き
た
一
般
の
方
の
ご
教
示
に
よ
っ
て

判
明
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
須

田
悦
生
氏
訳
著
『
若
州
三
方
郡
佐
柿
国
吉

籠
城
記
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
伊
勢
粟
屋

氏
の
系
統
が
知
ら
れ
る
の
み
で
し
た
。

そ
の
方
が
持
ち
込
ん
だ
資
料
は
、
か
つ

て
大
分
県
臼
杵
市
で
確
認
し
た
と
い
う

『
貞
じ
ょ
う
き
ょ
う享
四
年 

粟
屋
十
郎
左
衛
門
先
祖
書
』

の
コ
ピ
ー
で
し
た
。
そ
れ
に
は
、｢(

意
訳)

先
祖
は
織
田
信
長
公
の
家
臣
で
、
若
狭
国

佐
柿
城
主(

国
吉
城
と
は
い
わ
な
い)

粟
屋

越
中
守(

勝
久)

で
あ
る
。
祖
父(

勝
久
子
息

勝
家)

の
代
に
浪
人
し
た
が
、
太
閤
秀
吉
公

に
知
行
千
石
で
召
し
出
さ
れ
た
。
大
坂
の

陣
の
前
に
祖
父
が
病
死
し
、
父
の
兄
が
大

坂
方
と
し
て
戦
に
で
た
が
、
父
は
幼
か
っ

た
の
で
、
知
行
地
に
隠
れ
て
い
た
。
父
は

大
坂
の
陣
の
後
、京
都
に
隠
れ
て
い
た
が
、

縁
あ
っ
て
稲
葉
家
に
仕
え
た
…
。｣

と
あ

り
ま
し
た
。
臼
杵
市
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

原
資
料
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
確
か
に
家
老
を
歴
任
し
た
家
に

粟
屋
氏
が
あ
り
、
１
６
２
０
年
代
に
召
抱

え
ら
れ
た
家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、『
万ま
ん
じ
ね
ん
ち
ゅ
う
お
ん
え
ず

治
歳
中
御
絵
図
』(

17

世
紀
中
頃)

の
臼
杵
城
内
二
ノ
丸
に
藩
主
屋

形
と
並
ん
で｢

粟
屋
十
郎
左
衛
門｣

と
あ
る

屋
敷
地
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
、

平
成
15
年
度
刊
行
の
『
わ
か
さ
美
浜
町
誌 

著
す
・
伝
え
る
』
で
も
発
表
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、今
年
３
月
に
臼
杵
市
を
訪
ね
、

史
資
料
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。　

そ
の

結
果
、
臼
杵
城
絵
図
関
係
と
臼
杵
藩
の
公

用
日
記
関
係
、
藩
士
録
、
家
系
図
な
ど
か

ら
、
粟
屋
家
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、

新
事
実
が
多
数
確
認
さ
れ
、
①
粟
屋
家
の

先
祖
（
初
代
）
は
、
越
中
守
勝
久
の
嫡
子
勝

家
を
指
す
と
思
わ
れ
る｢(
信
濃
産)

粟
屋
越

中(

守)｣

と
な
っ
て
い
る
。
②
家
紋
は｢

武

田
菱｣

、｢

桔き
き
ょ
う梗｣

を
用
い
て
い
た
。
③
代
々
、

臼
杵
藩
の
家
老
を
歴
任
し
た
家
柄
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
判
明
し
ま
し
た
。　

ま
た
、

臼
杵
藩
の
年
表
と
も
い
う
べ
き
『
温
故
年

表
録
』
に
、
臼
杵
藩
が
藩
士
に
対
し
て
、
定

期
的
に
先
祖
由
来
書
の
提
出
を
命
じ
て
お

り
、
貞
享
４
年(

１
６
８
７
年)

に
も
提
出

さ
せ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
史
資
料
か
ら
、
中
世
若
狭
守

護
大
名
武
田
氏
の
有
力
家
臣
で
あ
っ
た
粟

万治歳中御絵図(部分)の粟屋氏屋敷（臼杵市所蔵)

屋
氏
の
末ま
つ
え
い裔
が
、
遠
く
若
狭
を
離
れ
、
九

州
の
小
藩
の
家
老
職
を
歴
任
す
る
武
士

と
し
て
明
治
維
新
ま
で
残
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
た
な
疑
問
も
多
く(

家
紋

が｢

武
田
菱｣

で
あ
る
こ
と
、
粟
屋
勝
家
の

生
国
が
信
濃
国
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
藤
堂
家
に
仕
え
た
粟
屋
助す
け
だ
ゆ
う

太
夫
と
の

関
係
な
ど)

、
今
後
の
史
資
料
の
検
証
が

不
可
欠
で
す
。

(

町
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
・

　
　
　

町
誌
編
纂
室　

学
芸
員　

大
野
康
弘)



パズル面にある漢字群を７つの四字熟語
に分割してください。うまく分割できる
と２つの漢字があまります。それを並び
替え、美浜町の土地・地区・場所の名称
をつくってください。

四文字熟語ブロック分割

●応募方法
　はがきに、答えと住所、氏名（お便りも大
歓迎！）を書いて、町企画課「広報みはまハ
－トフルクイズ」係（〒919-1192 美浜町
郷市25-25）まで送ってください。
　締切りは、9月11日(消印有効)です。正解
者の中から抽選で5人の方に記念品をお送り
します。
●8月号の答え
　早 瀬（ハヤセ）
●応募者総数は5人で全員正解でした。
　次の方々に記念品をお送りします。

田　辺　賢　治さん（佐　田）
スタンドリー和歌代さん（佐　田）
井　村　俊　枝さん（郷　市）
笹　岡　慶　子さん（久々子）
木　野　　幸　さん（佐　柿）

大 器

晩 成和

洋 折 衷

言不

実

行

大 器

晩 成和

洋 折 衷

言不

実

行

例

器 大

以 朝晩

成 心 三

耕晴

寺

心

石 自一

中 二 鳥

四暮

業

自

雨

読

里

霧

中

得

伝

五

先月号の 8月号･No427 のハートフルクイズにおける
設問の中で『2』と表記すべき箇所を『3』と表記した
誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。

お詫び

－ 23 －

氏　名 住 所 年齢 届出人
森 下 萬 藏 日 向 92歳 森下　一郎

澤 田 ま き 興道寺 82歳 澤田　政一

川 嶋 　 正 早 瀬 57歳 川嶋　泰典

和 田 睦 子 佐 田 74歳 和田　善一

田　中　はつゑ 松 原 85歳 田中　良知

嶋 田 幸 一 南 市 70歳 嶋田　一久

◎ご誕生

◎おくやみ

氏　名 性別 父・母 住　所

崎 元 　 葵
あおい

男 幸　輝・礼　子 河原市

満 田 一
い つ き

樹 男 幸　弘・祐　子 佐　田

山 田 遥
よ う た

太 男 耕　生・美　和 佐　柿

下 田 夏
な つ み

未 女 泰　之・加　苗 佐　田

石 塚 和
わ

夏
か

女 　勲　・美　和 久々子

吉 良 美
み さ き

咲 女 義　久・美　紀 佐　田

森 下 　 凌
りょう

男 　大　・睦　美 佐　田

氏　　　　　名（旧姓） 住　所

松　井　優　太　＆（中　川）益　岐 松　原

橋　本　　薫　　＆（中　村）雅　美 久々子

藤　長　信　二　＆（山　本）美　幸 松　原

渡　辺　彰　規　＆（西　井）仁　美 早　瀬

髙　木　陽　介　＆（北　野）　愛　 新　庄

◎ご結婚
まちびとまちびと

＊國吉城まつりの見どころを教えてください
まつりの目玉は、粟屋勝久も舞ったといわれる「幸若舞」で
すね。日本で唯一継承している方々を福岡から招いて、能舞を
披露していただきます。また、皆さんにご参加をいただいて、
各地から国吉城に駆けつけた武士をイメージした武者行列を行
いたいと考えています。
＊この催しに期待することは？
中世の山城である国吉城の存在性を体感していただき、関心
を持つきっかけになってほしいですね。また、参加された人た
ちが歴史を通じて、「絆」を深められたらと思っています。
＊これからの国吉城址について
時代の流れや時間のゆとりが感じられるこの場所を、多くの
人に親しんでもらうために、もっと訪れやすく、わかりやすい
歴史遺産として、整備していきたいと思っています。

9月30日に開催される
「國吉城まつり」の実行委員長を
務められている

吉本達郎さん・あずささん(菅浜)の長女

  梨
り の

乃ちゃん（２歳）
おしゃべりだいすき！
うたうのだいすき♪
お外であそぶのだぁーいすき !!
ちょっと甘えんぼうの梨乃ちゃんです☆
最近、ママのお手伝いができるようにな
ったよ！

7/1～7/31　  受付分
（敬称略）

慶弔慶弔

八木  秀之さん（佐柿）
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9月■くらしのカレンダー■

人口の動き

平成18年8月1日現在

※「広報みはま」は資源保護のため古紙100％の再生紙を使用しています。

人口総数
  11,231人
男 5,406人
女 5,825人

世帯数
3,730世帯

前月比
（－13）
（－  8）
（－  5）

（＋  2）

●イベント　●健康診断・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、8月 17日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。　●（ス）は、ガソリンスタンドの休日当番店です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1420
古紙

企
画
課

今
回
の
広
報
で
は
、今
年
築
城
４
５
０
年

を
迎
え
る
佐
柿
の
国
吉
城
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。

こ
こ
数
年
の
発
掘
調
査
で
、そ
の
城
址
が

歴
史
的
に
も
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
国
吉
城
で
す
が
、城
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
山
頂
ま
で
実
際
に
登
っ
た
こ
と
の
あ
る
人

は
ま
だ
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

じ
つ
は
私
も
そ
の
１
人
で
、取
材
を
兼
ね

て
の
今
回
の
登
山
が
、国
吉
城
址
を
訪
れ
る

初
め
て
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

資
料
を
片
手
に
登
る
こ
と
約
30
分
。町
を
一

望
で
き
る
山
頂
に
到
着
し
ま
し
た
。所
々
に

山
城
の
名
残
が
残
っ
て
お
り
、数
々
の
武
将
が

訪
れ
た
当
時
の
様
子
に
思
い
を
馳
せ
ま
し

た
。真

夏
日
で
し
た
が
、山
頂
の
木
陰
は
と
て

も
涼
し
く
、爽
や
か
な
風
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

9
月
30
日
に
は
、「
國
吉
城
ま
つ
り
」が
開

催
さ
れ
ま
す
。こ
れ
を
機
に
国
吉
城
址
を
訪

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
き
っ
と
資
料
だ
け
で
は

感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
歴
史
浪
漫
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

（
光
）

表
紙
の
写
真

7
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た

早
瀬
水
無
月
祭
で
の
ご
神
体
を
祭
の
会
場
と

な
る「
お
旅
所
」に
移
す「
お
渡
り
」の
様
子
で

す
。ご

神
体
の
入
っ
た
神
輿
が
、船
に
乗
せ
ら
れ

て
海
を
渡
り
ま
し
た
。

9 月の納税（納期限　10月 2日）
町県民税(2期)･国民健康保険税（3期）16（土）

15（金）

14（木）

13（水）

12（火）
11（月）

10（日）

9（土）
8（金）

7（木）

6（水）
5（火）
4（月）
3（日）

30（土）

28（木）
27（水）
26（火）
25（月）

24（日）

23（土）

22（金）

21（木）

20（水）

19（火）

18（月）

17（日）

29（金）

古紙

八朔祭(新庄区)

10:30～おはなしのじかん(町立図書館)

八朔祭(日向区)
（ス）沢井石油(佐田:ENEOS)

  9:00～ほほえみ広場(南西郷保育所) 
13:00～心配ごと相談（はあとぴあ）

  9:30～生活習慣病予防健診･肺がん検診
(松原担い手センター)

10:00～親子おはなし会(町立図書館)
13:00～生活習慣病予防健診･肺がん検診

(中寺区民会館)
14:30～生活習慣病予防健診･肺がん検診

(南市文化会館)
(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)

19:30～町民人権講座(中央公民館)

  8:30～ごみ(可燃･生ごみ･不燃･資源)休日受入
(～12:00　エコクル美方)

（ス）若狭自動車ＳＣ(佐田:コスモ)

13:00～心配ごと相談（はあとぴあ）

  9:00～おひさま広場(山東保育所)
  9:00～胃がん･大腸がん検診(東部診療所)
13:00～生活習慣病予防健診･肺がん検診

(佐柿国吉会館)
13:30～くらしの講座(中央公民館)
14:30～生活習慣病予防健診･肺がん検診

(坂尻多目的センター)
(北･南地区)

  9:00～消費者相談(中央公民館)
10:00～ひよこランド(はあとぴあ)
13:30～1歳児健診(はあとぴあ)
13:30～折り紙を楽しむ会（町立図書館）

(河原市･南市･栄区)

19:30～まちづくり講座(中央公民館)

美浜中文化祭(美浜中)
連合体育大会(丹生小･美浜中丹生分校グラウンド)
13:30～絵本を楽しむ会(町立図書館)

1（金）
2（土）

古紙

古紙

古紙

美浜中体育祭(美浜中)
（ス）全店営業

敬老の日
  8:30～可燃ごみ･生ごみ受入

(～16:00 エコクル美方:収集は通常どおり)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)
13:00～土地建物登記法律相談(はあとぴあ)

13:00～乳がん･子宮がん検診(はあとぴあ)
19:30～大学開放講座(中央公民館)

(東地区)

  9:30～生活習慣病予防健診･肺がん検診
(久々子ふるさと会館)

13:00～生活習慣病予防健診･肺がん検診
(木野担い手センター)

13:30～折り紙を楽しむ会（町立図書館）
14:30～生活習慣病予防健診･肺がん検診

(和田ふる里交流センター)

  9:00～料理教室(中央公民館)

秋分の日
弥美小体育大会(弥美小グラウンド)
  9:00～ほほえみ広場(南西郷保育所)
  9:00～おひさま広場(山東保育所)

新庄地区合同体育祭(新庄小グラウンド)
北地区合同体育祭(美浜北小グラウンド)
菅浜小体育大会(菅浜小グラウンド)
  8:30～ごみ(可燃･生ごみ･不燃･資源)休日受入

(～12:00　エコクル美方)
（ス）全店営業

13:00～心配ごと相談（はあとぴあ）

13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)

13:00～1歳6か月児健診･幼児食講習会
(はあとぴあ）

13:00～ウォーキング教室(はあとぴあ)

10:00～國吉城まつり(佐柿区)
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